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【背景・目的】 

骨格的に不調和を持つ顎変形症例において、前後的・垂直的・水平的な構造異常とと

もに顎偏位を伴うことも多い。顎偏位はバリエーションに富んでおり、偏位が認知され

やすい下顎骨のみならず、上顎骨にも及ぶことがある。上顎骨の対称性が回復されなけ

れば構造的対称性の回復はもとより機能異常への対処が困難であることから、外科的矯

正治療の治療計画立案にあたって上顎骨の偏位様相を把握する必要性が論じられてい

る。しかしながら、上顎骨の顎偏位様相の特徴について三次元的に分類した報告は未だ

少ないのが現状である。そこで本研究では、骨格性下顎前突症を対象に、上顎骨の Yawing

方向の偏位、Rolling方向の偏位の 2つに着目し、クラスター分析を用いて偏位様相の

定量化ならびに三次元的な上顎骨形態について類似性によるグループ化を図り、その特

徴を明らかにすることとした。 

【対象・方法】 

対象は、新潟大学医歯学総合病院矯正歯科にて骨格性下顎前突症と診断された患者

100名（男性 35名，女性 65名）とした。初診時の三次元 CT画像を用いて上顎骨の Yawing

方向の偏位の分析項目として正中矢状基準平面から前鼻棘先端点(ANS)ならびに後鼻棘

先端点(PNS)の距離、冠状基準平面から大口蓋孔開口部中央点(GPF)、上顎第一大臼歯頬

側歯頚部の歯槽骨(U6)、翼口蓋窩再下点(Ptm)、下顎窩最陥凹点(MF)、眼窩下孔開口部

中央点(IoF)までの距離を設定した。また、Rolling 方向の偏位の分析項目として、水

平基準平面から GPF、U6、Ptm、MF、IoFまでの距離を設定し、三次元的形態計測を行っ

た。上顎骨の Yawing 方向、Rolling 方向の偏位の項目にて各々ward 法によるクラスタ

ー分析を行い、得られたそれぞれの分析結果をもとに両方の項目の特徴を併せ持つよう

に個々の症例について再分類を行い、各グループの特徴を明らかにするため、

Steel-Dwass検定により多群比較を行い統計学的に解析した。 

【結果】 

クラスター分析により、上顎骨における Yawing 方向の偏位および Rolling 方向の偏

位の観点からそれぞれ 3 つのグループに分類できた。また、これらを上顎骨における

Yawing方向の偏位および Rolling方向の偏位の 2つの観点から顎偏位の特徴が異なる 9

つのグループに再分類を行った。さらに、得られたグループ間の群間比較により、その

分類の基準として大口蓋孔開口部中央点、上顎第一大臼歯頬側歯頚部の歯槽骨、下顎窩

最陥凹点が抽出された。 

【考察】 

上顎骨における Yawing 方向の偏位および Rolling 方向の偏位の両方の特徴を併せ持
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つ、すなわち三次元的に特徴的形態を持つグループに分類した結果、上顎骨偏位は 9グ

ループに分類され、約 7 割に Yawing 方向、Rolling 方向のいずれかもしくは両方が複

合した偏位を認めることが示された。このうちグループ 2 は、Yawing 方向はほぼ対称

で、Rolling方向では特に左右の大口蓋孔の上下的な位置に左右差を認めるという特徴

を有しており、全群の中で割合は最も高く、比較的頻度の高い上顎骨の偏位様相である

可能性が考えられた。また、グループ 4 は Rolling 方向の偏位は認めず、Yawing 方向

のみの偏位を認め、特に U6、GPF、といった上顎骨後方部の前後的位置の左右差が大き

く、上顎骨の前方部に偏位は少ないが大臼歯部歯槽突起が捻れるように偏位が存在する

群であると考えられた。さらに、グループ 5 は Yawing 方向では特に下顎窩の前後的位

置において中等度の偏位を認め、Rolling方向でも軽度～中等度の偏位を認める群であ

り、下顎窩の位置すなわち、頭蓋に対する下顎頭の位置自体に偏位を認めるため、左右

の下顎枝に前後的な偏位が存在する可能性も考えられた。グループ 3、6、7、8、9につ

いては、それぞれが上顎骨の Yawing 方向および Rolling 方向の両方に偏位を持つ複雑

な形態を呈していると推察された。 

本研究により、これまで報告されてきた下顎骨における偏位様相に加え、上顎骨の偏

位様相を描出することができたことで、顎顔面における顎偏位の定量化に大きく寄与す

るものと考えられる。さらに、今回の上顎骨偏位様相の定量化は、偏位を伴う顎変形症

例における上顎骨の術式選択や治療後の形態変化と安定性を検討する上でも有用と考

えられる。 

【結論】 

骨格性下顎前突患者 100名を対象に、三次元 CT画像を用いて上顎骨形態の Yawing方

向の非対称性、Rolling方向の非対称性の二つに着目し、クラスター分析により顎偏位

の定量化および分類を試みた。その結果、9グループに分類され、そのうち４グループ

は形態学的に明確な特徴を持つグループとして同定できた。本研究により、上顎骨の顎

偏位の定量的な分析には、大口蓋孔の前後的ならびに垂直的位置、下顎窩の前後的位置、

上顎第一大臼歯頬側歯頚部の歯槽骨の前後的位置が有用であることが明らかとなった。

また、これらの形態的特徴に着目した４つのグループを用いることで上顎骨の偏位様相

をパターン化して把握することができ、外科的矯正治療の診断、治療計画立案にも有効

な判断基準として利用できる可能性が示唆された。 


